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攀 通じなかつた好意
織 菫 機

ある国で講演をしたとき、日本語

版でプレゼンテーションの資料を準

備し、先方の国で現地語に訳しても

らった。日本語で発表し同時通訳が

ついたために、最初は気づかなかっ

たが、日本語版と比較してみたら、

現地語版では 1枚のスライドが欠落

していた。その国の交通標識の写真

を使い、物流対策の好例として交通

規制を紹介したかったのだが、削除

されていたのである。国内の事情を

見せたくなかったのかも知れない。

その国の事情に詳 しい人によれ

ば、「どうせ 『偶然のミス』と答え

るだろうから、聞いてもムダJと の

こと。しかし、このようなことが、

まさか自分の身に起こるとは思いも

寄らなかった。

試碁i蹴鷺 熱:
日本でも、首を傾げるような出来

事に出くわすことがあった。

VTRの 収録の際 「江戸の街は良

かったが、東京の街もすばらしい」

というコメントは、前半分しか放映

されなかった。「江戸は良かったが、

東京はダメ」という制作意図にそぐ

わなかったからだろう。編集という

名の偽装 (?)で はないかと、いさ

さ力V憤りを感じた。

新聞社が主催する道路ネットワー

クづくりの座談会では、最初から否

定的な見解だけを語るマスコミ人に

出会った。専門的に見れば理不尽で

はあったが、聞く耳は持たず、自ら

の思い込みに従っていた。それとも

大衆受けを狙っていたのだろうか、

批判さえしていれば良しとする安易

な姿勢だったのだろうか。

ある友人の話である。テレビのV

TRの 取材のなかで 「行き[Lまりの

道路を造って、無駄遣いではないで

すか」と質問するリポーターに、「道

路は手前から徐々に造っていくの

で、今線開通までは常に行きJllまり

です。他に建設する方法はあります

かJと「1い返したという。さすがに、

放映されなかったとのこと。あまり

にも湘1雑かつ表層的である。

少し前話題になった公務員の深夜

タクシー利用でも、報道は利用額

の多寡の批判に留まっていた。な

ぜサービス残業をしなければならな

かったのか、労働基準法に抵触しな

いのかになどついて、掘り下げた解

説はなかった。批判される側は、イ

ジメのように感じたかもしれない。

リポーターや台本の書き手の偏っ

た見方や特異な主張が、報道に入り

交じってくるとなると、そのまま信

じて良いか心配になってしまう。

磯不尽ミ11電『信じないとき」
数時間後には胃袋に収まってしま

うのに、「世界に認められた3つ星

レストランは、プロが選ぶプロの味」

などともてはやし、プロの選択を咀

曙 (そしゃく)も せずに鵜呑みにし

てしまう。その一方で、何十年にも

教授の呟き

第75回

あ
ふ
れ
る
情
報
に
潜
む
罠

一一●



斉¥国製古薄C41:γ事事単革毒1196)(7,?0●■〉}

野斜翼黒■■・■■■  | ■・■

嶽準 機薫■辞罰彊半    |     ‐|
鰈薫I黎撃 薫¥素醸章章

6レ  )乙擢準I撃 告日8=600乙

□
°ヽへ
γ澤年)η79享

｀
)η7昇ツ幣

M Dl4ヽrEと草軍,7oをィタ
°
γOy¶′

l斗目⑦υγへヽψγ尋認」奉馴,7。勤キ

“

髭ツ準マqF■筆配2尋¥監ロ

ゞ軍⑫]皇⑦身97蜀Tlマコマ

Q測9ヽ

“

Wtta 4`⑦算9寺+叫
°ヽ

^η
聯準1マコツ9璽

暫孝目許⑦費撃マ亜T｀η tt γ°
|

9y界ヽ7(1烈準|(ly劫難き苛撃孝

卿国亭,7〉tf767ヽ77ユニFIヘヽ

百)C WsγttT｀9章含?草軍9夏

準,2つツ
°
27)業⑫騨王軍1マコ

い。ア釧配2Cヽ7士予｀
γ999

°
「ヽへ孝9■∫|フ(1孝γ彰以

γT〉普

'EI tf7 

γで
｀
9γへヽ孝*Dl

aT配割準1童i丘⑫国⑫コ」マI Dl翼

ア〉曇El明i未冊°
「ヽへ■I諄1シヨロ|

ヨ下7沼票E`IギマC彰孝章l丘▼|

Y⑦国⑦コ」マIコ1号マ〉尋Ёl鯛事

葺
°
γへヽ)η艶躍尋7コツ孝音、7髯

」ョ以ヘヽヨ⑦η甲百｀
)■百孝「軍含

⑫i`へヽ吾⑦餞¥G彰孝車l`耳響」

°
シへヽ)0筆El

増夕Jヨ〉譲9 ξΣ↓体ヽへ熟へEとア纂γ

ホγγ ιン7コ⑦Cヽへ｀
ユアコ⑦早

El宗辟°
7留以畔,ユ4`⑦算準寺

+叫
｀
準l⑫準甲Aヽn′)(16Elνコ

°
マ「…γヽ〔ワツ⑫像]単丼,Dl尋

γコ)■lg｀)■暮El*lk⑦回⑫

O目El ⑫ tf7°12y7917コ〉劇

尋百享⑫コLJ童⑦堆酢Fl Dl界7°Aヽ

を■準11幸Y揚等
｀
衡γη普冨尋撃γ

炒ナ以算瑠智当
｀
97〉孝f°|ワ

ンへヽγマ聾DlコL」童⑫妻⑫ツロI El

マアツ準尋W士)ι孝ご1当撃)。y

撃」
°
〉撃準1劉′瓢′⑫Y軍｀

マψνツ
°
〔ワン澤

シフコTO進〉耳Yκ4/ヽ認百阜⑦

ンLJ章孝準R準果
｀

'コ
慟〉04乙

インフ9■2*去k⑦国°
ツAヽ)■艶

僻)「(ι)纂沼智当」Fl a〉。4

乙イン9騨尋制妻と黎厖E`l ⑦孝童

Y―フ準77認半〉影⑦回)Oγ幣

幌

鬱

畿

艤

　

醸

鬱
畑誓
機
γ
・
９ 早０日半 ｑ

1ヽ減ギ1割可
｀
PEI1ヽ797FIツ手1コ手|じヽ1動摯摯マ冒

°
91ヽ2C721董蜂ヨ

`Fly峰

｀
C専マ騨L立、γ棄1量睾」=こマ2'手|じヽ1動

91ヽユq日陛蜂単コ|』¥書｀
母制ヨ779削⑦摯FIE

°
91ヽユ手1じヽ1動21明華蜂母制ヨこ4́4Чマ車暉目u筆マ冒

〓
ｒ
・　
　
・
〓
鶴
〓
〓

〓罐一辮
鱚榛摯
一』

〓
鷲
■

，ｒ
ｉ
ｔ
藤
●
■
一

●
一一一
一一一
一書
一・”
―
〓
．


